
みんなの財政白書あかし 2024

～マンガとコラムでよくわかるお財布事情～

１．財政の基礎知識

２．決算の状況

３．特別会計・企業会計

４．財務分析

５．財務書類

６．今後の財政収支見込み
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＜ 資 料 編 ＞

本編では説明しきれない部分まで詳細にまとめた資料編です。

本編とあわせて読んでいただくことで、さらに財政についての理解が深まります。 1
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財 政 白 書 について

策定の目的・

位置付け

計画同士の

関連性

・今後、少子高齢化による社会保障関連経費の増加や老朽化した公共施設の整備費などに多額の

負担が見込まれるなか、持続可能な財政運営を進めていくため、財政状況や財政運営上の課題を

見える化し、市民の皆さまと情報を共有しようとするものです。

・財政健全化推進計画（H26～R5）の後継として、10年後の目標や取組方針などを盛り込んだ

今後の財政運営指針となります。

・決算の状況や社会経済情勢の変化、施策・公共施設に関する方針の決定や見直しなどを踏まえて、

毎年度更新していきます。

（仮称）みんなでつくる財政白書
財政状況や課題、持続可能な財政運営の目標や取組方針など

優先的に取り組む施策、各分野の主な施策
効率的・効果的な行政運営：持続可能で自立した行政経営

☆目指すまちの姿：SDG s未来安心都市・明石 ～いつまでも すべての人に やさしいまちを みんなで～
☆まちづくりの方向性：経済・社会・環境（三側面の統合的なまちづくり）
☆行政運営の基本姿勢：更なる権限と責任に基づく持続可能で自立した行政

あかしSDG s推進計画（明石市第６次長期総合計画）

あかしSDG s前期・後期戦略計画 個別計画（各分野の展開を定める計画）

市の最上位計画
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１．財政の基礎知識

市の予算がどのように決められ、執行し、

決算を迎えるのか、さらに決算の「黒字」と

「赤字」についてどのように考えているのか

など、財政の基礎について見ていきます。
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1 財政とは

税 金

国県支出金

使用料・手数料

基金の取崩

借 入 金

道路・公園の整備

ごみの収集・処分

小中学校の運営

こども･高齢者福祉

商工業･農業の振興

市は、市税などの歳入をもとに、様々な行政サービスを行っています。

・１年間の収入を「歳入」、１年間の支出を「歳出」といいます。

・この歳入・歳出を管理し、１年間の収支の実績を確認します。

・これら一連の活動を「財政」と呼びます。

財 政

１.財政の基礎知識

歳入 歳出
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１年間の収入を見積もって、使いみちを決めること

2-1 予算・決算 ①

実際に集められたお金を使って仕事をすること執 行

予定どおりにお金が集まり、使われたか確認すること決 算

予 算

１.財政の基礎知識
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予 算 とは

新しい年度が始まる前に、１年間（４月から翌年３月まで）にどのく

らいの収入があるか、その収入をもとにして、どのような行政サービ

スを行うかを計画し、その費用を見積もります。

2-2 予算・決算 ②

決 算 とは

１年間（４月から翌年３月まで）で、実際の収入（入ったお金）と

実際の支出（使ったお金）をまとめたものです。

１.財政の基礎知識
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市長は１年間の行政サービスを検討して、予算案としてまとめて市議会に提案します。

市議会は提案された予算案をいろいろな面から審議して、議決により予算を決めます。

市議会市 長

￥
予算

提 案 議 決

市 民参画
協働

情報共有
意見交換

2-3 予算・決算 ③ １.財政の基礎知識
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市長 各担当課 市長 市議会

予
算
編
成
方
針
の
決
定
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当
課
の
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算
要
求

予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
取
り
ま
と

め
調
整
作
業
・
市
長
協
議

予
算
案
確
定
・
議
会
に
提
案

議
会
で
の
審
議
・
議
決

新
年
度
予
算
ス
タ
ー
ト

市
議
会
各
会
派
と
の
意
見
交
換

9月頃 9～10月 10月 11～1月 2月 3月 4月

予算編成のスケジュール

財政部門市長

3 予算の流れ １.財政の基礎知識
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会計 内容

一般会計
令和６年度予算額

1,263億円

福祉、子育て、医療、教育、防災、ごみ処理、道路や公園などの施設

整備など基本的な行政サービスを行う会計

特別会計
699億円

特定の目的のための会計

（国民健康保険事業・介護保険事業・後期高齢者医療事業など）

企業会計
262億円

自治体が民間企業に近い方針で運営する会計

（水道事業・下水道事業）

市の会計には、一般会計のほか、11の特別会計、2の企業会計を設けています。

市の一番大きな会計で、市民のみなさんに関わる行政の基本的な仕事を行う「一般会計」を中心

に財政状況を把握していきます。

4 会計と予算規模 １.財政の基礎知識
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3月末 5月31日 6～7月 7～8月 9～10月

各年度の実際の収入と支出を整理する期間を出納整理期間といいます。

決算書は監査委員の審査を経て、議会の審査・認定を受けます。

事
業
の
完
了

予
算
の
執
行
完
了(

出
納
整
理)

実
際
の
収
支
を
整
理
・
集
計

決
算
書
の
作
成

監
査
委
員
の
審
査

財政部門各担当課各担当課 会計部門 監査部門 市議会

議
会
の
審
査
・
認
定

5 決算の流れ １.財政の基礎知識
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A 歳入総額

B 歳出総額

C 歳入歳出差引（形式収支） （A－B）

D 翌年度に繰り越すべき財源

E 実質収支 （C－D）

F 単年度収支 （E－前年度のE）

G 積立金（財政基金）

H 繰上償還金

I 積立金取崩し額（財政基金）

J 実質単年度収支 （F+G+H-I)

歳入決算額から歳出決算額を単純に差し引いた額を「形式収支」といいます。

形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額を「実質収支」といいます。

さらに前年度の実質収支や基金によるやりくりを除いた額を「実質単年度収支」といいます。

6-1 決算における「黒字」と「赤字」 １.財政の基礎知識
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形式収支 決算で、歳入から歳出を単純に差し引いた額です。

実質収支

形式収支から翌年度に繰り越す財源を控除したものです。

よく新聞で「明石市４〇年連続黒字」といわれるものです。

しかし、この数字は、市の貯金を取り崩すなど、黒字となるように調整

された数値です。

実質単年度収支

最終の「黒字」「 赤字」 を表すものです。

貯金をしたり、取り崩したりするものなどを考慮したもので、実質的に

その年度のみの収支を表した数値です。

Ｑ．自治体の「黒字」・「赤字」はどのように判断するの？

6-2 決算における「黒字」と「赤字」② １.財政の基礎知識
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①
翌年度に
繰り越す財源

(翌年度に使うお金)

2

② 前年度の剰余金
(前年度に余ったお金)

4

③
基金取崩額

(貯金を取り崩すこと
で手に入れたお金)

6

④ ①～③以外
(年度中の純粋な歳入)

8 歳 出 10

10
8

4

▲2

歳 入

形式収支

実質収支

単年度収支

実質単年度収支

名称 計算方法 説明

形式収支
【Ａ】

歳入－歳出
歳入から歳出を差し引いた金

額

実質収支
【Ｂ】

【Ａ】－①
年度内に終わらなかった事業

（歳出）の財源は、翌年度に

使うものとして差し引く

単年度収支
【Ｃ】

【Ｂ】－②
前年度に余ったお金(②)を差

し引き、今年度だけの収支と

する

実質
単年度収支

【Ｃ】－③

実質的な単年度の収支を把握

するため、前年度までに積み

立てた基金の取り崩しによる

歳入を差し引く。

⇔基金への積立は加算する。

各収支の説明20

「赤字」「黒字」
を表す

6-3 決算における「黒字」と「赤字」③ １.財政の基礎知識
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16 
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17 

13 
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▲11

▲2

15

▲1
1

7

▲3

13

2

▲3

30

▲5

15

4

▲7

0

-20億円

-10億円

0億円

10億円

20億円

30億円

40億円

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

形式収支 実質収支 実質単年度収支

形式収支と実質収支は常にプラス

実質単年度収支はプラスとマイナスの繰り返し

H20からの3つの収支（形式収支・実質収支・実質単年度収支）の推移です。

R4は実質単年度収支が3年ぶりの赤字でしたが、R5はわずかにプラスとなっています。

JT跡地売却収入による基金
積立30.6億円が影響

7 ３つの収支の状況 １.財政の基礎知識
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